











































































































































河上肇の著作年表（主に 1917 ～ 20 年頃を対象）
年 月 , 日 著　作 出版・出典
1916 4,1 「奢侈ト貧困」 『経済論叢』2 巻 4 号
6,1 「櫛田法学士に答ふ」 『国家学会雑誌』30 巻 6 号
9,12～12,26 「貧乏物語」 『大阪朝日新聞』
1917 1,1 「節倹弁」 『大学評論』1 巻 1 号
1,9～1,11 「英大宰相ロイド・ジョージ」 『大阪朝日新聞』
2,1 「小学読本に現はれたる経済事項」 『太陽』23 巻 2・3・4 号
2,1 「『一経済学者の第二思想』ヲ読ム」 『経済論叢』4 巻 2 号
3,1 『貧乏物語』［初版］ 弘文堂書房
4,1～1918,4,1 「Unto this Last ヲ読ム」 『経済論叢』4 巻 4 号
4,15～4,17 「イエス乎ノー乎」 『大阪朝日新聞』
6,1 「精神的活力ト年齢」 『経済論叢』4 巻 6 号
6,10 「遺伝と教育」 『大阪朝日新聞』
7,1 「ゼー・エス・ミルとテーロア夫人との関係」 『新小説』22 年 8 号
8,1 「純粋資本（資金）ト資本財トノ差別及ビ関係ヲ論ジテ諸
家ノ批評ニ答フ」
『経済論叢』5 巻 2 号
8,8～8,14 「指数上の物価騰貴と実際上の生活難」 『大阪朝日新聞』
9,1 「あだむ・すみす伝拾遺」 『経済論叢』5 巻 3 号
9,1 「遺伝と教育」 『朝日講演集』2 輯
9,1 「米国ニ於ケル婦人ノ職業」 『経済論叢』5 巻 3 号
9,1 「書簡集」 『大学評論』1 巻 9 号






10,1～1918,2,1 「物価変動ノ原因」 『経済論叢』5 巻 4・5 号、6 巻 1・2 号
10,1 「民本主義とは何ぞや」 『東方時論』2 巻 10 号
11,1 「金地金ノ価格騰貴ニ就テ」 『経済論叢』5 巻 5 号
1918 1,1 「マルクスの『資本論』に就て」 『史林』3 巻 1 号
1,14～1,17 「未決監」 『大阪朝日新聞』
2.1 「物価調節ノ必要」（抄訳） 『経済論叢』6 巻 2 号
2,4 「不惑録」第一巻 未発表ノート
2,6～2,7 「正統なる暴利取締」 『大阪朝日新聞』
5,1 「生産政策カ分配政策カ」 『経済論叢』第 6 巻第 5 号
5,20 「ラスキン著（石田憲次訳）『此の後至者にも』への序」 弘文堂書房
6,1 「教育と遺伝」 『中外』2 巻 7 号
6,15 「ラスキン私抄（一）」（抄訳） 『法経論叢』13 号
7,1 「剰余価格ノ成立」 『経済論叢』7 巻 1 号
8,1 「滝本博士に就て知れることども」 『大学及大学生』10 号
8,6 「マルクスの社会主義の理論的体系」（講演）
8,18～8,24 「米価問題所見」 『大阪朝日新聞』
9,1 「マルクス批評家の一模型」 『中央公論』33 巻 9 号
9,1 「読書法に就て」 『雄弁』9 巻 10 号
9,1 「丁抹国ノ社会主義」 『経済論叢』7 巻 3 号
9,10 『社会問題管見』［初版］ 弘文堂書房
10,1 「独逸の戦時社会主義」（抄訳） 『経済論叢』7 巻 4 号
? 「小田頼造君の思ひ出」 『精神運動』7 号
1919 1,1 「或医者の独語」 『大阪毎日新聞』
1,1 「『新しき村』の計画に就て」 『政治学経済学論叢』1 巻 1 号
1,1 「生産政策としての社会主義」 『経済論叢』8 巻 1 号
1,1 「吾々は要求しなければならぬ」 『新神戸』6 号
1,15～2,20 「社会問題雑話」 『新神戸』7・8 号
1,20 「『社会問題研究』発刊の序」 『社会問題研究』1 冊
1,20 「思索の必要と研究の態度」 『社会問題研究』1 冊
1,20～11,20 「マルクスの社会主義の理論的体系」 『社会問題研究』1～10 冊
2,1 「上より授かると下より取るとの相違」 『日本一』5 巻 2 号
2,1 「労働運動の使命」 『東方時論』4 巻 2 号
－ 74 －
河上肇のマルクス経済学への転身に関して―日本マルクス経済学史Ⅱ― （深澤　竜人）




3,15 「断片〔二〕」 『社会問題研究』3 冊
3,15 「日満農家の生活比較」 『経済論叢』8 巻 3 号
3,15 「マルクスの唯物史観」 『社会及国体研究録』1 巻 1 号





5,1 「社会主義の進化」 『社会問題研究』5 冊
5,1 「ミルと労働問題」 『経済論叢』8 巻 5 号
5,10 『貧乏物語』［30 版］絶版
6,1 「社会運動と宗教運動」 『社会問題研究』6 冊
6,1 「利己主義と利他主義」 『社会問題研究』6 冊
7,1 「マルクスの唯物史観に所謂生産の意義」 『経済論叢』9 巻 1 号
7,15 「可変の道徳と不変の道徳」 『社会問題研究』7 冊
7,15 「『マルクス資本論解説』」 『社会問題研究』7 冊
9,8 「断片〔三〕」 『社会問題研究』8 冊
9,8 「読者諸君へ」 『社会問題研究』8 冊
10,15 「マルクスの唯物史観に関する一考察」 『経済論叢』9 巻 4 号
10,15 「福田博士の社会民主主義を評す」 『社会問題研究』9 冊
10,15 「資本家的思索の一例」 『社会問題研究』9 冊
11,1 「同盟怠業の道徳的批判に就て」 『経済論叢』9 巻 5 号
11,1 「エドウィン・キャナン著（伊藤雅雄訳）『富』への序」 弘文堂書房
11,20 「断片〔四〕」 『社会問題研究』10 冊
11,20 「松浦氏『全訳資本論』の批判」 『社会問題研究』10 冊
12,15 「唯物史観と理想主義」 『社会問題研究』11 冊




1920 1,1 『社会問題管見』［20 版］絶版
1,15 「人道的理想と自然的法則との背理及び偕調」 『社会問題研究』12 冊
1,26 「森戸助教授の休職に就て」 『大阪毎日新聞』
2,1 「資本論に見はれたる唯物史観」 『経済論叢』10 巻 2 号






4,5～1921,11,13 「ロバート・オウエン（彼の人物、思想、及び事業）」 『社会問題研究』14～27 冊
4,5 「言葉の上の一致はつまらぬものだ」 『社会問題研究』14 冊
4,10 『近世経済思想史論』［初版］ 岩波書店
5,1 「書簡一通」 『我等』2 巻号
5,5 「因果律と精神生活」（翻訳） 『社会問題研究』15 冊
5,5 「脳みその問題」（翻訳） 『社会問題研究』15 冊





9,1 「社会主義と唯物史観と倫理学」（抄訳） 『社会問題研究』19 冊
9,1 「断片」 『我等』2 巻 9 号
10，1 「三種の『資本論』邦訳」 『経済論叢』11 巻 4 号
11，1 「或日の問答〔一〕」 『我等』2 巻 11 号
11，1 「人間の自己撞着性」 『社会問題研究』20 冊
11，1 「読者諸君へ」 『社会問題研究』20 冊
（主に河上［1982-86］『河上肇全集』9～12、別巻より。文学関連の著作やアンケート調査の回答などのものは除いた。
また著作の重複は初出のものを掲載した。なお 1916 年 9 月から『大阪朝日新聞』に掲載された「貧乏物語」の掲載開


























































いふ随筆は、即ち其時の作である。」（「改版社会問題管見序」1920 年 3 月 3 日、河上［1982］『河












































り、さらに翌 1917 年 3 月に『貧乏物語』とし
て一冊の本として刊行されたのである。これも
かなりの売れ行きとなった。

































『貧乏物語』を刊行（1917 年 3 月）の後、ロシ



















































































「セーグリマン教授の『歴史の経済的説明』」『史学雑誌』15 編 8 号、1904 年 8 月。
『社会主義評論』読売新聞社、1906 年 1 月。
「ダルヰンを憶ふ」『日本経済新誌』5巻 6号、1909 年 6 月。
「社会主義論」『日本経済雑誌』2 巻 4・5・6号、1907 年 11 月～12 月。
経営情報学論集　第 25 号　2019.3
－ 79 －
「エンゲルスと唯物史観」（ウォルトマン著『唯物史観』1900 年の抄訳）『国家学会雑誌』24 巻 2 号、
1910 年 1 月。
「ダーウヰニズムとマルクス主義―進化論と社会主義―」『中央公論』27 巻 4 号、1912 年 4 月。
「唯物史観二就イテ関博士ニ答フ」『国民経済雑誌』12 巻 4 号、1912 年 4 月。
「唯物史観の立脚点」『国民経済雑誌』12 巻 4 号、1912 年 7・8 月。








「マルクスの『資本論』」1917 年 10 月。これはマルクスに関する伝記である。
「剰余価格ノ成立」1918 年 7 月。マルクス経済学の剰余理論に関する研究であり、表題でも明ら
かなように、この当時の河上肇のマルクス経済学の理解は価値と価格との区別が明らかでは
ない（7）。
「マルクスの社会主義の理論的体系」の講演、1918 年 8 月。後に以下に示す「マルクスの社会主








「生産政策としての社会主義」1919 年 1 月。
『社会問題研究』1 冊～、1919 年 1 月～。




「マルクスの唯物史観」1919 年 3 月。
『カアル・マルクス原著「労働と資本」』（翻訳）、「『労働と資本』訳者序言」1919 年 4 月。
「マルクスの唯物史観に所謂生産の意義」1919 年 7 月。





「マルクスの唯物史観に関する一考察」1919 年 10 月。
「松浦氏『全訳資本論』の批判」1919 年 11 月。松浦要が 1919 年 9 月に訳した『資本論』に対して、
早速誤訳等々を指摘したものである。
「唯物史観と理想主義」1919 年 12 月。
「唯物史観と個人の努力」（抄訳）1919 年 12 月。
見られるように河上肇にあっては、1910 年
代後半からマルクス主義・マルクス経済学関連
の研究内容が多くなり、1918 年 8 月の講演と












































河上肇訳『労働と資本』弘文堂書房、1919 年 4 月。
高畠素之訳（カウツキー原著）『マルクス資本論詳説』売文社出版部、1919 年 5 月。
松浦要訳『全訳資本論』（部分訳）経済社出版部、1919 年 9 月。
経営情報学論集　第 25 号　2019.3
－ 81 －
松浦要訳『価値価格及び利潤』経済社出版部、1919 年 10 月。
山川均『マルクス資本論大綱』東京三田書房、1919 年 11 月。
生田長江訳『資本論』（部分訳）緑葉社、1919 年 12 月。












資本論解説』」（1919 年 7 月）、「松浦氏『全訳





























































































































































































「或医者の独語」1919 年 1 月。暗喩的な表現をもって社会を患者に例え、医学の中でも外科手術
すなわち階級闘争や社会革命の必要性を説いている（14）。（「吾々は要求しなければならぬ」
1919 年 1 月、「社会問題雑話」1919 年 1・2 月、「『社会問題研究』発刊の序 1919 年 1 月、「上
より授かると下より取るとの相違」1919 年 2 月、「労働運動の使命」1919 年 2 月でもほぼ同
様の主張。）




「生産政策としての社会主義」1919 年 1 月。科学的社会主義と唯物史観の公式を紹介している。






「マルクスの唯物史観」1919 年 3 月。表題どおりマルクスの唯物史観の公式を解説している。
「社会主義の進化」1919 年 5 月。空想的社会主義と科学的社会主義の違いを説き、社会主義の必
勝を説いている。
「断片〔三〕」1919 年 9 月。マルクスの唯物史観の必然論を訴えている。
「唯物史観と理想主義」1919 年 12 月。唯物史観の優位性、マルクスの社会主義の科学性を主張
している。
そしてこれらが後に、著書としての『近世経










































会主義の理論的体系」の講演（1918 年 8 月、
後に「マルクスの社会主義の理論的体系」〔『社


















































































格ノ成立」（1918 年 7 月）では彼のマルクス経済
学に対する理解は価値と価格との区別も明らか
ではなかったのであるが、その後「マルクスの
社会主義の理論的体系」の講演（1918 年 8 月、
後に「マルクスの社会主義の理論的体系」とし





















































































































































いう中の 9月 11 日は、正確には 9月 12 日の誤記
であり、これがそもそもの発端となって、その後
上記のような食い違いが現在まで生じてしまって
いるものと考えられる。
